
進み始めた博物館拠点施設と資料活用事業

事務局

県立静岡南高校の校舎

昨年度の2月県議会で川勝知事が表明された、

高校再編により平成 25年度以降利用が可能と

なる県立静岡南高校の校舎の一部を新たな活動

拠点として整備することについて、来年度の予

算に拠点施設整備の改修設計費が計上されまし

た。設計費がつ<と言うことは、その後の改修

費も予算化される公算が強 <、 やつと「自然

史資料を活用するための拠点整備」が具体化

することになりました。

さらに、来年度の取組としては、拠点整備の

ための改修設計の他に博物館機能充実の検討が

あげられてし`ます。今後、静岡県の博物館構想

において、さらに検討会を開催し、専門家や行

IE「の方などを含めて、将来設置する博物館の内

容や、どのような組織で、どのような運営をす

るかなどを 1年間かけて検討されるものと思わ

れます。我々 NPOも それに対して最大限協力し

て、よりよい博物館をめざすべ<意見を言つて

い<つもりです。

現在、当 NPOが県より受話して実施している

自然史資料の整理・保存事業は、来年度も弓き

続き実施が予定されており、静岡南高校の校舎

への移転に伴い、保存 。整理を推進強化するこ

ととなつています。

また、平成 22年度と 23年度の 2年間にわたつ

て、緊急雇用事業を活用して実施してきた「自

然史資料の活用事業」は、ミニ博物館や出前博

物館を各地で数多<実施したことにより、毎年

20万人を超す展示観覧者がありました。この

県立静岡南高校の図書室

ことは、県庁内でも大き<評価されており、今

回の整備予算にも反映されているようで、多<
の県民に収集された自然史資料と自然史博物館

のことをもつと理解してもらうためにも、この

事業を来年度も継続する可能性が高<なつてい

ます。

,」えば今年度は、この「自然史しずおか」で

も何回か報告していますが、清水区辻の「自然

学習資料センター」での常設展や特別展「世界

のアゲハチ∃ウ」をはじめ、静岡市立日本平動

物園、富士山こどもの国、県立中央図書館、静

岡科学館る 。<・ る、県立浜北森林公園、御殿

場樹空の森など、7な所で 9回ものミニ博物館

を実施することもこ、る、じさんメツセ、浜松科

学館、吉田町ちいさな理科館などで、子供達ヘ

の体験実習を含めた出前博物館を7回実施して

います。

このような事業も今年度まで当 NPOが受話し

て実施してきたのですが、展示内容に関しては、

緊急雇用での採用の人員を活用するとはいえ、

企画やバネルの内容、展示会への輸送などは、

当 NPOの人材の中で検討し実施するほかな<、

少ない人数では結構負担が大き<大変です。

しかしながら、これらの資料活用の事業が、今

後の博物館の整備に向|サて重要な施策となりそ

うですので、もう少し頑張ろ必要があります。

ボランテイアで協力して<ださる方がいれば、

大歓迎です。よろし<お願いいたします。



自然観察会報告

三保海岸じ―チコーミング
石川章子

1月 20日 (日 )三保真崎海岸でビーチコー

ミングを行いました。ノb配 していた前日の雨

も上がり、大潮の干潮という好条件に恵まれ

ました。

深海魚は久保田正先生、魚類は板丼隆彦先

生、大員清貴先生、地形は柴 正博先生、漂

着物は清 邦彦先生、参力0者もそれぞれ、甲

殻類や深海魚、漂着物、貝、生物など興味の

1冨が広 <、 様々な方向から海について学べろ

機会になりました。

私は貝類に注目して歩きました。数日前天

気が荒れたので、海を漂う浮遊性の貝類が流

れ着いていないかなと周つていました。目的

のカメガイは大きさが 5ミ リ程しかな<、 透

明で薄<繊細なため、すぐに壊れてしまいま

す。運よ<ヒ ラカメガイを見つけることがで

き、同じ浮遊 ll■のクリイロカメガイ、ウキツ
゛

ツガイも拾いました。他にもムギガイ、タカ

ラガイ、キンチヤクガイ、ナツメガイなどを

拾い、貝類も多様性に富んでいると実感しま

した。

魚類ではハコフグの幼体と成体が共に打ち

上げられていました。深海魚のハダカイワシ

の仲間も見つかりました。人員先生がお持ち

<ださつたシギウナギなどの深海に棲ぬ生物

の標本を解説 して<ださり、普段見る機会

がない変わつた形の深海魚も、この海に棲

んでいるんだと思うと、少し身近に思えて

げられたハダカイワt

きました。

真崎灯台を越えて歩いてい<と浜の様子

が変わ り、流本が目立つようにな りました。

小枝を掃うとハマトビムシが飛び跳ねます。

ハマトビムシは昆虫ではな<∃ コエビという

甲殻類なのだと知 りました。姿を観察した

かつたのですが、すぐに砂にもぐつてしまう

ので見られませんでした。

生物だけでな<、 ハサミや部分入れ歯など

の人工物もた<さん落ちていました。久保田

先生に見せていただいた、何でも□にしてし

まうミユウオの写真と合わせて、人間の生活

が生物や環境に及ぼす影響の重大さについて

も考えさせられました。

最後にみんなで集めたものを見せあい、そ

れぞれの専門の先生万に同定していただきま

した。拾つた物それぞれに参加者の個性が見

られて、楽 しい時間でした。

昨年は 3月末の開催でしたが、今回は 1月

でとても寒かつたです。ですが、夢中で拾つ

ている間は寒さを忘れていました。 3寺期が違

うからか、昨年とは目につ<物も少し違いま

した。昨年た<さ ん拾つたナミマガシワはあ

まり見られませんでした。季節が変わつたら、

また別の面白い発見があるかもしれないで

す。浜を歩いて、深海魚から海面に浮か6貝
にまで出会えた、興味深い観察会でした。

打ち上げられたハコフグ成体



艤須賀市自然・人文博物館の見学報告

水野米利子

液浸標本室で荻原学芸員の説明を聞く

2月 26日 (日 )、 横須賀市自然 。人文博物館

へ見学に行きました。当日は我が NPO団体理事

長の天岸氏を始め静岡県自然史博物館ネツト

ワークの会員 8Cが参加しました。博物館では

地質担当の柴田学芸員が館内の説明、案内を

して下さいました。

横須賀市自然 。人文博物館では計 8Cの学芸

員が分野ごとにおり、自然系では植物・動物・

地質・昆虫 |こ一人ずつ、人文系には者古学 。歴

史・民族 。近代建築に一人ずついるとの事です。

そのほかにも常勤の職員が 4人と非常勤職員、

アルバイトが数Gいるそうで、こちらの博物館

は市が直接管理、運営しているため、学芸員以

外の職員は市役所から派遣されるているそうで

す。また、博物館に直接的なボランテイアはあ

らず各学芸員が年間で 20日 アルバイトを雇え

る仕組みになつていました。

三階入り□で博物館の歴史や内部構成を説明

して頂いた後、博物館の裏を見せていただきま

した。今回見学させていただいた部屋は8つで、

液浸標本室、化石 。鉱物標本室、0甫乳類泉」製 。

昆虫標本・植物標本が一緒に保管されている尿」

製標本室、暗室、主に魚等の標本を洗うための

シャヮー室、ビデオ室、図書室、学芸員室と外

から来た方が標本を見るための石升究室を見せて

頂きました。

液浸標本室では海洋生物系学芸員の荻原学芸

員にご説明頂きました。標本は塩化ビニール

容器に保存していると 2～ 30年で、容器が変

色してしまうので実際はガラス容器に入れたほ

うが良いのですが、三浦半島は地震がノb配され

天丼に吊り下げられた剥製標本

る地域なので、その観点から現在はほとんど塩

化ビニールでの保存 |こ しているそうです。魚以

外の動植物標本は、エアコンで一年中温度が―

定に保たれた尿」製室で保管されており、部屋

いつぱい、天丼にまで吊り下げられた標本がE日

象的でした。また標本室はどれも歩<スペース

の確保も難しい程標本でいつぱいで、特に化石・

鉱物標本室では、部屋に入りきらない未登録の

標本が廊下に並べられており、他の博物館に

共通するものがありました。

もうひとつ印象に残つたのは横須賀市自然 。

人文博物館では運ばれた動物の解吝」はもちろん

泉」製・骨格標本は行わずすべて委託で行つてい

て、景」製標本は年 1体しか制作できない事です。

駿河ほねほね団として活動する私にとつてはほ

ねほね団の活動も重要な役割があると実感しま

した。また、図書は人文で貴重な資料を別に保

管している以外、3つの部屋にすべての分野が

一緒に置かれており、週一回アルバイトの方が

整理している以外本の登録等はしていないため、

一般公開はまだできないとのことでした。

今回の見学で、実際に博物館を運営するにあ

たつて、市営での運営か委託事業での運営双万

の利点や欠点をいままで以上に考えさせられる

体験となりました。また、こうして博物館見学

を重ねてゆ<うちに、表向きだけではわからな

い各博物館の運営方法についての利点と弱点が

見えるようこなり、これら経験が静岡県の博物

館を設立するにあたり役立つ要素になるとよい

と周いました。



静岡県の外来生物

ハリネズミ
三宅 隆

マンシュウハリネズミ

静岡県内では、伊東南でマンシユウハリネズ

ミが確認されています。元々はベツトとして飼

われていたものが、遺棄されたり逃ずられたり

したものが増えたものと思われます。

伊豆シヤボテン公園にハリネツミが保護され始

めたのが 1995年ころからで、2003年までに約

130頭が保護されていました。最初は伊豆高原

の大室山やその周辺の別荘地帯からだつたので

すが、その後持ち込まれる範囲は広がり、現在

は伊東市内全域に広がつてきており、市外へ広

がつている可能性もあります。

ハリネツミは食虫ロハリネズミ科の動物で

す。頭胴長 20～ 30セ ンチメートル位、尾長 2

～ 3センチメートルイ立、体重 700～ 800グラム

位です。顔面と腹部を除いて全易に毛が変化し

た針の棘で覆われています。敵に襲れたり、危

険を感じると、体をボールのように丸<して身

を守ります。主に夜行性で昼間は雑本林や藪な

どで、岩やイ至」本の下の窪みや落ち葉の下にも

ぐつたりして寝ています。日没後に藪などから

出てきて、主にミミツや昆虫、果実、卵などを

食べます。12月ころから 3月 ころまでの期間

は冬眠します。

2007年度、静岡県より、外来生物の調査を

依頼され、伊東市内においてハリネズミの調査

を実施しました。大室山周辺で、ネズミ取り用

のワナをかけましたが、思うように効果があが

りません。そこで、夜間、公園を懐中電灯で照

らしながら探し回つたところ、あちこちで見つ

丸るまったハリネズミ

けられるようになりました。そこで、夜間、ゴ

ルフ場に許可を得てコースを回りながら調査し

たところ、一晩で 20頭も目撃することができ

ました。懐中電lXTに照らされると、さつと丸<
なつて動かな<なります。針の棘で動をまもつ

ているのですが、キツネや夕叉キならば、噛み

つかれな<効果はあるのでしようが、人間は、

皮手袋を使えばいとも簡単に捕まえてしまいま

す。まさか、人が敵になるとはハリネスミも思つ

ていなかつたのでしよう。

この調査の結果、現在では、伊豆高原周辺か

ら、海岸地帯や伊東市の南イ貝」にまでこの 10年

間で大き<分布が広がつていることが確認され

ました。

現在、日立った農作物への被害はあまり確認

されていませんが、生態的には、モグラとの競

合や地上性野鳥の巣への被害などが考えられて

います。今後、どんな問題が起きるか、また何

が起こるか半」らないので、今のうちに芽を摘ん

であ<必要があります。

マンシユウハリネスミは特定外来種に指定さ

れているため、捕まえることはもちろん、許可

な<家に持ち帰つて飼うことも禁止されています。

これらベツト由来の外来種問題の根源には、

ベツトとして飼いはじめたら最後まで飼い続け

ると言う原貝」を守らない飼い主があまりにも多

すぎることがあります。安易な遺棄や放野が取

り返しのつかないことになることを、肝に銘じ

て欲しいと周います。



静岡県の外来種

ホテイアオイ

杉野孝雄

ホテイアオイの花

金魚鉢に浮かざホテイアオイは涼を0乎る水草

として、栽培した人も多いのではながろうか。

ホテイアオイはミズアオイ科の多年草で、6～ 11

月に葉の間なら花茎を出し、その先に美しい薄

紫色の花を穂状に着|するので、ウオーターヒヤ

シンスの英名がある。禾□Cの布袋葵は、水面に

浮かざように葉柄の中央が浮き袋のように膨ら

んでいて、その様子が七福神の―人、布袋の腹

に似ていることから名付 |す られている。

葉はロゼツト状につ<。 根は水中に長<伸び、

それに大量の根毛があり、水上部とのバランス

を保つている。水深が浅<根が地上につ<と地

中に根を伸ばし、葉柄の膨みは小さ<なり長<
のび、草丈 lmほどまで成長する。

原産地は南米で、日本には観賞用として明治

中期に持ち込まれ、それが逸出して広まり野生

化し、現在は、本州の東北地方から沖縄までの

各地区分布している。静岡県には昭和初期に侵

入していたことが知られている。

ところで、ホテイアオイは、栄養塩類が豊富

にあると猛烈に繁殖し、池や水路を埋めつ<す

有害雑草である。河川では船などの運行を妨げ、

水面を覆い尽<すことで、水流を停滞させ水質

を悪化させる。群生するので他の水生植物の生

存を妨げ、また、溶存酸素濃度を低下させるの

で、魚が酸欠で死亡することもあるなど、水生

生物の生存にも影響を与える。さら|こ、枯死す

ると有機沈殿物となり、水質の劣化により、生

態系を激変させ、生物多様性を失わせるなどそ

の害は様々ある。

水温の高い地域ではその被害は甚大で、外国

では、船の運航や水力発電を妨|ずる原因になる

などの被害がでている。フイリピンでは2011

年にホテイアオイが大繁殖して、水路をふさぎ

河川が増水、洪水被害が生じ70万人が罹災し

ている。そこで、花は美しいが嫌われものにさ

れ、ビューテイフル・デビル (美 しい悪魔 )、

駆除に莫大な費用がかかるので「100万 ドルの

雑草」と呼ばれ、栽培すると罰金が科せられる

国もある。

日本でも各地で異常繁殖が知られていて、そ

の防除に莫大な費用を費やしている県もある。

夕」えば、2002年には徳島県では 7000万円かけ

て除去作業を実施している。静岡県でも静岡市

の麻機遊水地や三島市の中郷温水池では、大規

模な駆除作戦が実施されている。

―方では、大量に得られることから、水質浄

化やバイオマス原料として役立たせる研究も行

われてきた。その場合は、増殖や枯死したホテ

イアオイを定期的に除去する必要があるので、

その労力と経費が莫大になり実用化には至つて

いない。

ホテイアオイは、「世界の侵略的外来種ワー

スト 100」 にも指定されている有害雑草である。

環境省も「要注意外来生物」に指定している。

繁殖は種子と栄養繁殖で、主に株が分岐して増

殖する。 6株が 4ケ 月ほどで、3891株に増殖

した事夕」があるという。したがつて、花は美し

いが安易に株を水路や池に放したり、捨てたり

することのないようにしたい。



昆虫の室庫 ニューギニアヘの旅 杉本 武
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コテージ前の熱帯雨林                 集まつてきた蛾

昨年友人から、ニユーギニアに蝶の採集旅行の計画があるときいた。10日 間の全日程のうちの6日 間は

山の上のコテージに宿泊してここをベースにして、日中は主として蝶の採集のため各ポイントに出つけ

る。夜はコテーブに灯火採集装置があつて、蛾や甲虫を採集できるという。私は熱帯の昆虫の多様性、美

しさ、奇抜さなどに強い興味があり、ニユーギニアはまさに格好のフイールドと思つて参力0させてもらう

ことにした。

メンバーは自然史博ネツト会員の諏訪哲夫氏、鈴木英文氏と私、そして北海道から佐藤國男氏、関西

から松岡、藤田の両氏、そして弓1率として実に頼りになる坂巻禾□伸氏の計7人の旅である。私以外はみな

蝶の採集が主な目的であり、私はあえて蝶以タトのいろいろな昆虫を目的とした。

11月22日 成田を出発、バリ島を経て23日 にまずスラウエシ島 (セ レベス)マ カツサルに入り、同地にす

ぬ標本商のブヤスミン氏のはからいで近<の森林に入り採集にとりかかる。川のほとりにはトンボが多

<、 ハラビロトンボのなかまで腹部が鮮やなな赤色の種類や、紫色をおびたシオカラトンボのなかま、翅

が美しい橙赤色のナンヨウベツコウトンボなど、どれもはじめて見るもので夢中になつて採集する。ふと

足元を見ると2セ ンチ位の黒色のタマオシコガネ (俗にフンコロガシという)が牛の糞を玉にして転がして

運んでいるのを見つけ1匹だけ採集した。カカオの林でセミが鳴いているので採集するとその腹面は美しい

コバルト色だつたのであどろ<。

11月24日 にはいよいよニユーギニア島に渡り、西イリアンの西北端に近いアルフアツク山塊に入つた。

途中の川べりで採集をしながら標高1300mにあるメニ村に着いた。ここには標本商のテデイ氏が経営する

立派なコテーブがあり、ここに6日間宿)白することになる。敷地内にはトリバネアゲハの食草園と飼育場が

あつて羽化した蝶を三角紙標本にして販売に回している。ライトトラツプで採集した甲虫類なども商品と

なる。私たちはここをベースにして日中は車で山の上下各ポイントに採集に出かけ、夜は蛾や甲虫のlXT火

採集をする。私はあえて蝶は採らず、他のいろいろな虫を対象とした。昼間は主にトンボやハチの類、夜

は蛾の採集に専念した。本当はコオロギなどの鳴<虫に興味があるのだが、それらは夜に鳴<ため蛾の採

集とは両立できないし、夜のブヤングル内での単独行動は危険であり厳禁である。鳴<虫はスツパリとあ

きらめて蛾の採集に専念することにしたのである。コテーブには実に立派なライトトラツプの装置が備

わつている。4mほどもある大きな白布が立つていて強力なライトがともる。点灯まもな<、 無数の蛾が集

まつてきて白布に点々と止まる。蛾の鱗粉がほこりのように舞つていて、吸い込あとのどがあかし<なる

ほどである。白布に止まつた蛾を選びながら荻々と殺虫管に収めて、ノツクダウンしたものを三角紙につ

コテージ前の熱帯雨林



標本の一部

カワトンボの一種                  ハラビロトンボの一種

つんで保管する作業がつづ<。 これを70寺から110きまでおこなうと、さすが |こ足腰がつかれるがなんとか5日間つづ

けることができた。集まつて<る 1我は種類が多いうえにその色彩、模様、形が非常に多様性に富み、ほとんど初め

て見るものばかりで実に楽しい。こんなに多<の熱帯性の蛾に囲まれるのも久しごりで、私が1967年に静岡大学の

南米コロンビアでの調査隊に参加した時以来45年6りのことである。スズメガ、ヤママユガ、ヤガ、ヒトリガ、

シヤクガ、メイガ、そして巨大なオオツバメガなどが決々にやつて<るが、中に日本との共通種もほんの少しあ

。フクラスズメ、シタベニ∃ノハ、ナカブロシタバ、キクキンウワバ、クロメンガタススメ、エビガラススメな

どである。楽しかつたのは大形のアケビコノハのなかまが何種類も採れたことで、中でも巨大で美しいべニモン∃

ノハの一種はうれしかつた。

蛾と共にカミキリムシやコガネムシなどの甲虫、セミ、カマキリモドキなどが飛来する。緑色のご<小さなセミ

と大形の2種類のセミが多<集まる。これは夕万決まつた0寺間に鳴きだすセミである。熱帯では暗やみで活動して

いるセミもあるのだろうか。セミといえば白布のまわりにいつも数匹の犬がやつて来てセミやススメガを見つける

とつかまえて食べてしまう。犬はみなやせこけていて、ろ<にエサをもらつていないようである。蛾は深夜まで

取々に来るが11時 |こ は打切つて部屋にもどり採集品の整理をすませ、シヤワーを浴び眠りに就<。

今回の旅で、昆虫の擬態について興味深いことがあつた。同室の鈴木氏が外に変な生きものが歩いているという

ので見ると、ゆつ<り した動きで歩<クモのような昆虫のような生物である。形から見て徘徊性のクモの一種かな

と思つたが捕まえてみてびつ<り、ゾウムシであつた。クモに擬態しているとされるクモゾウムシの―種とわかつ

た。6本の脚のへりには細毛が密生していてクモの脚にそつ<りである。翅端の尖りぐあいもクモの腹部そつ<り

である。2人でつ<づ <感ノらしたものである。それにしても鳥の好物であるクモに似せて何の利益があるのだろ

う。何か意味があるのだろうな、擬態の謎である。やはり熱帯はおもしろい所である。

今回採集した大量の蛾の標本は貴重な資料である。これから展翅と整理が終わつたらすべて自然博ネツト|こ寄贈

したいと考えている。

カワトンボの一種



駿河湾の深海魚 (5)

ススキハダカ (その2)

久保田 正・佐藤 武

未発現 中間型 完成型

尾柄上部発光腺

尾柄下部発光腺

(29 0mm)            (40 9rnm)              (70 9mm)

図 1 ススキハダカの尾柄発光腺

上 :雄 体長 57.Omm 駿河湾産

下 :雌 体長 68.5mm 駿河湾産

ススキハダカは、動物プランクトンの主にカ

イアシ類、オキアミ類、端脚類、貝虫類などの

甲殻類プランクトンを餌としています。優先す

るカイアシ類はどの季節や海域でも Caranυ s,

日κわaera,Preυ rOmamma,と ab′doceraさ ら|こ /」 ヽ

型のカイアシ類やその幼生などです。体長が小

さい個体では、餌の種類数が少な<小型のプ

ランクトンが多<、 大き<なるに従つて徐々

に種類数も増bllし 、大型のプランクトンを捕

食するようになります。このイ頃向は、甲殻類

プランクトンを捕食する多<のハダカイワシ

類にみられる大きな特徴ですが、夕」外の仲間

がいます。それはブタハダカ属に含まれる日

本近海産では 3種 (ブタハダカ、アンドレハ

ダカ、サキボソハダカ)です。これらの種は、

個体によつて小型のカイアシ類やオキアミ類

を少しは食べていますが、大きさに関係な<
大部分は浮遊性軟体類の翼足類と異足類を餌

としていることが大きな特徴です。このこと

は、季節や海域が異なつても同じ傾向です。

これらの食性の違いは、鯛肥 (さ いは)の構

造の違いによるものです。ブタハダカ属の 3

種の細肥は、未発達で短い棘が数本の塊に

なつている鯛歯 (さ いし)に変化しています。

一方、ススキハダカなどの多<の種類では、

細肥は長<数も多<良<発達しています。こ

のように鯛肥の構造によつて飼料生物の組成

に大きな違いが見られます。

図2 尾柄上部発光腺と精巣 (上)および尾柄下部

発光腺と卵巣 (下)の発達過程。各々の図スケー

ルは lmm、 ( )内 の数字は体長を示す。

また、本種の尾柄部の上部と下部にはそれ

ぞれ発光1泉があります。これは体イ貝1に ある発

光器とは構造が違つていて海面上昇群の種類

に共通してみられます。この形状や細片 (パ ツ

チ)数は、種類によつて違いますが、同種内

ではほぼ一定です。尾柄の上部にあるのが雄、

下部にあるのが雌です (図 1)。 この発光腺

は二沢性徴であり、ある大きさに達すると現

れて (発現 し)、 茨第に完成 します。また、

それと同時に生殖 1泉 も並行 して発達 します。

これらの尾柄発光腺が見られない未成体の個

体では雌雄の判別は腹部を開いて生殖1泉 を確

認しないと半」りません。

本種の雄の尾柄上部発光腺の完成後の細片

数は 6～ 8個です。菱形の細片は、 ¥し 白色で

重な り合 つて一列に並んでいます。体長約

29mmで現れ、体長約 63mmで完成 します。

一方、雌の尾71n下部発光腺の細片数は、3～4

個で、雄よりも少な<平し白色の小型楕円形の

ものが、癒着状に並んでいます。体長約 35mm
で現れ、体長約 65mmで完成します (図 2)。

この図では、発光腺の発達過程を 3段階に分

け、それと同0寺 に生殖17P(雄 は精巣、雌は卵

巣)も対比させて示しています。



コレクシ∃ン紹介

J臨篤史ほ昆虫コレクション

諏訪哲夫

本州産のヤマ トスジグロチョウと

北海道産のエゾスジグロチョウ

昨年 11月、これまで寄贈された蝶類標本

約 800頭 に加えて、 ドイツ型標本箱 80箱お

よそ 5000頭 の蝶類の寄贈がされた。氏が中

学生の 1953年 に蝶の採集を始めて今年で

60年近 <に な り、この間に採集 した標本で

ある。

1955年は静岡県には殆どいなかつた南の

蝶のクロヨノマチョウが大発生した年である

が、生患地として好適な照葉樹の茂ろ神社・

寺を<まな<調査し、発生の状況を明らかに

した時の標本が多数含まれる。40年来氏は

モンシロチヨウの仲間 (P′e″s属 )に 関ノトを

持つている。日本にはモンシロチ∃ウをはじ

めとしてスブグロシロチョウなど 5か ら 6種

が生息しているが、一部を除いてそれぞれ種

の区別が難しい。北海道のいわゆるエゾスブ

グロシロチョウと本州のエゾといわれていた

もの (現在ではヤマトスブグロシロチョウと

されている)と異なる種でよいのな、さらに

ロシア沿海州のものと北海道のものとはどの

ような関係があるのか、いまだに確立してい

ないところもある。さらにシベリア、中央ア

ジア、∃一ロツパになけておよそ 20種が分

布しているが、それぞれがあ互いによ<似て

いて、その分類は論議を0乎 んでいる。幼虫の

食草も種によつて限定的な場合もあつて生態

的にも関ノトを弓<種群である。種の分類が難

しいことや地域によつて微妙に斑紋などが異

なることから、多<の地域で多<の個体を標

本にして色彩斑紋、鱗粉、生殖器の構造など

さまざまな角度からの調査が必要である。

このため氏は、日本では北海道から沖縄、対

馬までを<まな<歩いた。さらにロシアの沿

海州l、 シベリア、コーカサスをはじめ、中国、

モンゴル、キルギス、 トルヨ、スベインなど

にモンシロチ∃ウの仲間を求めて世界各地に

出かけて資料を集めた。研究のため大勢の同

好者から寄贈された標本も多い。インドシナ

半島北部から中国奥地にかけてォオスブグロ

シロチヨウ (P′ett eχrensa)と いうモンシロ

チヨウの 3倍 もあろうかという大きな種が分

布 している。この蝶の生患環境を自分の目で

確かめようと 2ケ 月間マラリアの恐怖と戦い

ながらミヤンマーの中国国境で採集した。そ

のときの成果も寄贈されている。収蔵された

P′e″s属の標本は 1000頭 をはるかに超え、

国内のコレクションでは質量とも屈指の資料

である。今後、これらの標本はこの種群の分

類に無<て はならない貴重な資料となること

は確実である。
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出前博物能報告

三宅 隆

出前博物館は、当 NPOから出張して色々な体験学習を指導しながら進める博物館資料活用

事業です。

吉田町ちいさな理科館

吉田町で経営する町立図書館に併設する施

設ですが、展示室や実習室などもあり、小規

模ながら、明る<綺麗で、魅力のある施設です。

12月 11日 に「化石の発掘を体験 しよう」

というタイトルで実施 しました。はじめ 10

名の募集だつたのですが、応募者が多<、 最

終的には 20Cほ どの子供達が、掛川層群の

貝化石の発掘体験をしました。

はじめに、横山学芸員が概略を説明し、そ

の後、各自歯ブランを使つて化石を取り出し

ます。皆夢中で時間のたつのも忘れて作業 |こ

取り組んでいました。発掘した化石は、名前

を調べてお土産 こ持ち帰つてもらいました

が、とても喜んでいました。この理科館では

毎月イベントを組んで実施していますが、来

年度も本事業の実施を頼まれました。

ちいさな理科館 熱心に説明を聞く子供達 ちいさな理科館 熱心に説明を聞く子供達

浜松市の浜松科学館で 12月 17日 、 18日

の 2日 間「第 16回おや |なぜ ?横丁～サイ

エンスアベニユー～」に参力0し ました。こ

こでは 38も のタイトルのブースが出展 し、

子供たちが色々な体験が楽しめます。当 NPO
Iま「貝化石発掘体験」のブースを出し、挫日|の

貝化石発掘の体験をしてもらいました。

ブースが狭いため、 1日 に 1回 4Cで 10

回実施しましたが、予約を受け付 |サ ると、あつ

という間に一杯になり、受講できずに残念が

る子供たちも多<いました。浜松科学館では、

化石発掘体験学習は初めてのことだと言うこ

とで、好評でした。その後、科学館から感

謝状が贈られてきました。

浜松科学館

化石の説明を聞く子供たち

コ

化石発掘体験を楽しむ
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ミニ博物館報告

樹空の編 「富士出の生き物 標ホ・バネん展」

高山 達子

2月 4日 ～26日、御殿場市にある樹空の森ギヤ

ラリーにて「富士山の生き物 標本 。バネル展

～富士山の生態系のいま・とかし～」の展示を

行いました。この施設は御殿場市印野にあり、

正式には「御殿場市富士山交流センター」です

が、親しみやすいように「富士山樹空の森」と

呼ばれています。「富士山情報発信」、「自衛隊

との交流」、「地域活性」の役割を担う御殿場市

の公園施設で「天空シアター」という大きな立

体スクリーンで富士山の四季の変化などを紹介

しています。また 1階には地元の特産品の他 |こ、

自衛隊グツスが売られていたりと、なかなか面

白い施設です。

展示期間中の 2月 23日 は静岡県の定めた「富

士山の日」。この日、展示に合わせて解説に行つ

てきました。といつてもこの日の天気は雨。

間近に見えるはずの富士山も雲の中でした。

「お客さん来て<れるかしら ?」 と不安に思い

ながら樹空の森に到着。平日ということもあり、

それほど多<は無いですが、|よつり|よつりと途

切れずに見学に来て<れる人がいました。

会場に入ると、まずはニホンブカの角つきの

頭骨標本が眼に入ります。天丼の高い、開放的

なスベースにスポツトライトで照らされた展示

がとても綺麗に見えます。

つぎに富士山の植物のパネル。そして昆虫、

両生 。爬虫類、鳥類、哺7し類のパネルがあり、

最後に NPOの活動のパネルがあります。富士

山由来の名前がついた植物や、ウスバシロチョ

「富士山の生き物 標本・パネル展」

2月 23日 の富士山の日の会場

ウの分布拡大などに、興味を持たれて、お話を

されている方、鳥の写真を感ノらしてご覧になる

方など、それぞれ思い思いのところで、楽しん

でいただいているようでした。

会場の中央には、標本箱が並んでいます。色々

な哺乳類の頭骨と動物の落し物 (糞、食べ痕な

ど)、 モク
゛
ラ。∃ウモリ。ネツミ等の剥製。両生・

爬虫類、魚類のアクリル標本とフイギュア。昆

虫のところには、絶滅が危ざまれる蝶や絶滅し

てしまつた蝶なども並べられていて、富士山周

辺も随分変わつてしまつたと悲しんでいる方も

いました。子供たちは最」製に興味津々、フイギュ

アの展示に大喜びでした。

短い時間でしたが、実際に見学して<ださ

ろ万たちとお話をし、喜んでいただいている

のを見て、博物館の必要性をさらに感じた一

日でした。

「富士山 樹空の森」

つ

し


